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「
な
ん
ぴ
っ
子
防
災
通
学
合
宿
」

　
今
年
は
28
名
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。
南
比
都

佐
地
区
で
は
、実
際
に
22
時
ま
で
公
民
館
を
断
水
し
、

災
害
時
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
な
ど
の
防
災
学
習
や
、

穴
あ
け
加
工
し

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
の
「
防
災

シ
ャ
ワ
ー
」・

地
域
の
方
に
お

風
呂
を
借
り
る

「
も
ら
い
湯
」

な
ど
の
体
験
も

行
い
ま
し
た
。

「
西
大
路
通
学
合
宿
２
０
２
５
」

　
西
大
路
地
区
で
は
、
夏
季
開
催
の
翌
年
は
冬
季
開

催
に
す
る
な
ど
、
毎
年
内
容
を
工
夫
し
て
柔
軟
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。今
年
は
18
名
の
児
童
に
加
え
、

10
名
の
中
学
生

が
参
加
し
ま
し

た
。
他
学
年
や

地
域
の
方
と
交

流
し
な
が
ら
、

食
事
作
り
や
片

付
け
な
ど
を
協

力
し
て
行
い
ま

し
た
。

　
ど
の
地
区
で
も
児
童
た
ち
が
い
き
い
き
と
楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
５
月
23
日
（
金
）、
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
で
「
第
１
回

商
人
道
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
約
１
２
０
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
回
の
テ
ー
マ
は
、「
日
本
の
三
大
商
人
に
学
ぶ

『
商
人
道
』
の
実
践
」
で
す
。
ま
ず
、
一
般
社
団
法
人

1
0
0
年
経
営
研
究
機
構
の
後ご

藤と
う

俊と
し

夫お

さ
ん
の
基
調
講

演
「
時
代
に
求
め
ら
れ
る
日
本
の
『
商
人
道
』」
で
「
商

人
道
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

３
名
の
専
門
家
が
、
三
大
商
人
（
近
江
商
人
・
伊
勢
商

人
・
大
阪
商
人
）
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
を
し
、
日
野

商
人
の
事
例
で
は
、
近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館
の
岡お

か

井い

健け
ん
じ司
館
長
が
「
近
江
商
人
の
陰い

ん
と
く徳
善ぜ

ん
じ事
」
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
3
0
0
年
以
上
の

長
寿
経
営
が
多
い
日
本
に
お
い
て
、「
商
人
道
」
は
「
相

手
へ
の
慮

お
も
ん
ば
かり
」
で
あ
る
と
定
義
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。「
商

人
道
」
を
人
間
の
あ
り
方
そ
の
も
の
で
あ
る
と
捉
え
な

お
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
考
え

を
世
界
へ
発
信
し
て
い
く
機
会
と
し
て
サ
ミ
ッ
ト
の
開

催
を
継
続
す
る
旨
の
宣
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

「
第
１
回 

商
人
道
サ
ミ
ッ
ト
」

日
野
町
で
開
催

楽
し
み
な
が
ら
競
い
あ
う

「
第
55
回 

日
野
中
体
育
祭
」

　
６
月
６
日
（
金
）、
晴
天
の
も
と
、
多
数
の
保
護
者
も

見
守
る
中
、
日
野
中
学
校
で
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
勝か

っ

敗ぱ

笑え

美び

戦せ
ん

～
勝
っ
て
も
敗ま

け
て
も
笑
い
な
が
ら
美

し
く
戦
う
！
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
全
校
生
徒

が
赤
・
青
・
黄
・
緑
・
桃
・
紫
の
6
団
に
分
か
れ
て
競

い
あ
い
ま
し
た
。

　
学
年
種
目
の
「
大
縄
跳
び
（
1
・
3
年
）」、「
全
員

リ
レ
ー
（
2
・
3
年
）」、「
玉
入
れ
（
1
・
2
年
）」
の

ほ
か
、
1
人
あ
た
り
1
球
の
み
を
５
秒
以
内
に
投
げ
る

「
団
対
抗
一
球
入
魂
玉
入
れ
」、
第
1
走
者
か
ら
第
8
走

者
ま
で
1
つ
ず
つ
運
ぶ
箱
が
増
え
て
い
く
「
団
対
抗
箱

積
み
リ
レ
ー
」、
6
団
に
加
え
て
先
生
チ
ー
ム
も
参
加
の

「
団
対
抗
リ
レ
ー
」
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
体
育
祭
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

生
徒
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
や
笑

顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

「商人道」を「SHONINDO
」

として世界へ発信

していきます

おいしくな～れ
（西桜谷）

給水体験したよ
（東桜谷）

もらい湯後の
楽しい交流時間
（南比都佐）

最終日には
公民館のお掃除
（西大路）

　
6
月
12
日
（
木
）、
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
で
「
日
野
町

小
・
中
学
校
音
楽
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
2
・
3
年
生
の
力
強
い
演

奏
と
1
年
生
の
初
々
し
い
ダ
ン
ス
に
始
ま
り
、
西
大
路

小
学
校
の
3
・
4
年
生
、
南
比
都
佐
小
学
校
の
3
・
4

年
生
、
桜
谷
小
学
校
の
5
・
6
年
生
、
日
野
小
学
校
の

4
年
生
、
必
佐
小
学
校
の
4
年
生
が
そ
れ
ぞ
れ
合
奏
や

合
唱
を
披
露
し
、
日
野
中
学
校
音
楽
部
の
美
し
い
歌
声

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
発
表
で
は
一
生

懸
命
に
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、他
校
の
発
表
に
は
し
っ

か
り
耳
を
傾
け
、
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
発
表
を
終
え
た
児
童
に
感
想
を
聞
く
と
「
た
く
さ
ん

の
人
が
見
て
い
て
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
と
き
は
緊

張
し
た
け
ど
、
始
ま
っ
た
ら
気
に
せ
ず
楽
し
く
演
奏
で

き
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

各
校
の
代
表
が
成
果
を
披
露

「
日
野
町
小・中
学
校
音
楽
会
」

　
6
月
15
日
（
日
）、
日
野
町
町
村
合
併
70
周
年
記
念

「
N
H
K
の
ど
自
慢
」
が
全
国
に
生
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ

ス
ト
に
市い

ち
か
わ川
由ゆ

き

の
紀
乃
さ
ん
と
純じ

ゅ
ん
れ
つ烈
の
皆
さ
ん
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
M
C
に
綾あ

や
せ瀬
は
る
か
さ
ん
を
迎
え
、
N
H
K
の
二に

の
み
や宮
直な

お
き輝

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
司
会
で
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
14
日
（
土
）
の
予
選
を
通
過
し
た
20
組
が
出
場
し
、
合

格
を
め
ざ
し
て
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
会
場
の
お
客
さ
ん
た
ち
は
、
出
場
者
の
思
い
の
こ
も
っ

た
歌
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
し
た
り
、
歌
い
終
わ
る
と
大

き
な
拍
手
を
送
っ
た
り
し
て
温
か
い
雰
囲
気
で
観
覧
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
近
江
日
野
商
人

の
衣
装
を
身
に

ま
と
っ
た
姿
で
登

場
し
3
世
代
で

「
三
百
六
十
五
歩
の

マ
ー
チ
」
を
歌
っ

た
中
西
さ
ん
家
族

が
特
別
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
記

念
盾
を
8
月
末
ま

で
役
場
1
階
ロ

ビ
ー
で
展
示
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
6
月
19
日
（
木
）
～
21
日
（
土
）
に
東
桜
谷
公
民
館
で

「
さ
く
ら
っ
子
通
学
合
宿
」、
西
桜
谷
公
民
館
で
「
西
桜
谷

地
区
通
学
合
宿
」、
26
日
（
木
）
～
28
日
（
土
）
に
南
比

都
佐
公
民
館
で
「
な
ん
ぴ
っ
子
防
災
通
学
合
宿
」、
西
大

路
公
民
館
で
「
西
大
路
通
学
合
宿
２
０
２
５
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
5
・
6
年
生
を
対
象
と
し
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
力
向
上
や
地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
、
地
域
住
民
を
中
心
と
す
る
実
行
委
員
会

に
よ
っ
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
さ
く
ら
っ
子
通
学
合
宿
」・「
西
桜
谷
地
区
通
学
合
宿
」

　
今
年
は
東
桜
谷
地
区
17
名
、
西
桜
谷
地
区
11
名
の
児
童

が
参
加
し
ま
し
た
。
東
桜
谷
地
区
で
は
、
防
災
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
使
用
や
か
ま
ど
ベ
ン
チ
で
の
炊
き
出
し
体
験
な

ど
８
つ
の
防
災
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
西
桜
谷
地
区
で

は
、
２
日
間
の
事
前
研
修
で
決
め
た
献
立
の
食
事
作
り
、

銭
湯
で
の
入
浴
な
ど
を
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
桜
谷

小
学
校
で
東
西
合
同
の
防
災
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
野
町
町
村
合
併
70
周
年
記
念

「
N
H
K
の
ど
自
慢
」

東
桜
谷
・
西
桜
谷
・
南
比
都
佐
・

西
大
路
地
区「
通
学
合
宿
」

学級や団のみんなと

力を合わせて

がんばりました！

それぞれの持ち味をいかした音色を披露しました♪
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生
、
日
野
小
学
校
の

4
年
生
、
必
佐
小
学
校
の
4
年
生
が
そ
れ
ぞ
れ
合
奏
や

合
唱
を
披
露
し
、
日
野
中
学
校
音
楽
部
の
美
し
い
歌
声

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
発
表
で
は
一
生

懸
命
に
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、他
校
の
発
表
に
は
し
っ

か
り
耳
を
傾
け
、
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
発
表
を
終
え
た
児
童
に
感
想
を
聞
く
と
「
た
く
さ
ん

の
人
が
見
て
い
て
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
と
き
は
緊

張
し
た
け
ど
、
始
ま
っ
た
ら
気
に
せ
ず
楽
し
く
演
奏
で

き
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

各
校
の
代
表
が
成
果
を
披
露

「
日
野
町
小・中
学
校
音
楽
会
」

　
6
月
15
日
（
日
）、
日
野
町
町
村
合
併
70
周
年
記
念

「
N
H
K
の
ど
自
慢
」
が
全
国
に
生
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ

ス
ト
に
市い

ち
か
わ川
由ゆ

き

の
紀
乃
さ
ん
と
純じ

ゅ
ん
れ
つ烈
の
皆
さ
ん
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
M
C
に
綾あ

や
せ瀬
は
る
か
さ
ん
を
迎
え
、
N
H
K
の
二に

の
み
や宮
直な

お
き輝

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
司
会
で
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
14
日
（
土
）
の
予
選
を
通
過
し
た
20
組
が
出
場
し
、
合

格
を
め
ざ
し
て
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
会
場
の
お
客
さ
ん
た
ち
は
、
出
場
者
の
思
い
の
こ
も
っ

た
歌
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
し
た
り
、
歌
い
終
わ
る
と
大

き
な
拍
手
を
送
っ
た
り
し
て
温
か
い
雰
囲
気
で
観
覧
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
近
江
日
野
商
人

の
衣
装
を
身
に

ま
と
っ
た
姿
で
登

場
し
3
世
代
で

「
三
百
六
十
五
歩
の

マ
ー
チ
」
を
歌
っ

た
中
西
さ
ん
家
族

が
特
別
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
記

念
盾
を
8
月
末
ま

で
役
場
1
階
ロ

ビ
ー
で
展
示
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
6
月
19
日
（
木
）
～
21
日
（
土
）
に
東
桜
谷
公
民
館
で

「
さ
く
ら
っ
子
通
学
合
宿
」、
西
桜
谷
公
民
館
で
「
西
桜
谷

地
区
通
学
合
宿
」、
26
日
（
木
）
～
28
日
（
土
）
に
南
比

都
佐
公
民
館
で
「
な
ん
ぴ
っ
子
防
災
通
学
合
宿
」、
西
大

路
公
民
館
で
「
西
大
路
通
学
合
宿
２
０
２
５
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
5
・
6
年
生
を
対
象
と
し
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
力
向
上
や
地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
、
地
域
住
民
を
中
心
と
す
る
実
行
委
員
会

に
よ
っ
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
さ
く
ら
っ
子
通
学
合
宿
」・「
西
桜
谷
地
区
通
学
合
宿
」

　
今
年
は
東
桜
谷
地
区
17
名
、
西
桜
谷
地
区
11
名
の
児
童

が
参
加
し
ま
し
た
。
東
桜
谷
地
区
で
は
、
防
災
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
使
用
や
か
ま
ど
ベ
ン
チ
で
の
炊
き
出
し
体
験
な

ど
８
つ
の
防
災
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
西
桜
谷
地
区
で

は
、
２
日
間
の
事
前
研
修
で
決
め
た
献
立
の
食
事
作
り
、

銭
湯
で
の
入
浴
な
ど
を
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
桜
谷

小
学
校
で
東
西
合
同
の
防
災
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
野
町
町
村
合
併
70
周
年
記
念

「
N
H
K
の
ど
自
慢
」

東
桜
谷
・
西
桜
谷
・
南
比
都
佐
・

西
大
路
地
区「
通
学
合
宿
」

学級や団のみんなと

力を合わせて

がんばりました！

それぞれの持ち味をいかした音色を披露しました♪
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